
No.10 ■募集ポスト名：
（2027年国際園芸博覧会・民

間連携担当）

① ②

■契約形態： ■募集分野： 多岐にわたる分野 民間セクター開発

【業務内容】

「2027年国際園芸博覧会」のJICA関連イベント開催に関する諸調整、及びJICA横浜

所管地域（神奈川県、山梨県）における民間連携事業に関連する以下の業務を担います。

（１）「2027年国際園芸博覧会」のJICA関連イベント開催に関する諸調整

①JICA全体方針を踏まえた企画の立案・検討・実施運営・事前事後の諸調整に関する側面支援

②上記に関する各種広報業務

③①②を通じて得られた知見や実績のとりまとめ

（２）神奈川県、山梨県にある企業との民間連携事業に関する業務

①中小企業・SDGsビジネス支援事業に関する案件発掘・形成、相談対応及び募集・選考業務

②JICA関係部署との調整・連携による民間連携案件の実施促進・監理、契約監理、予算管理

③関係支援機関（中小企業支援機構、ジェトロ、地域の支援機関、経済団体、金融機関、

　自治体及び大学等）との連携及び調整業務

④JICA民間連携事業の各種広報業務（セミナー開催・講演・ブース出展、HP,SNS発信等）

⑤上記①－④を通じて得られた知見や実績のとりまとめ

⑥企業が有する技術・サービスおよび事業アイデアに関する情報収集

（３）その他、JICA横浜所長が命じる業務

※契約期間を通じて業務内容の変更 は原則として想定されません。

■国内出張: ■海外出張:

■勤務地（国内）: ■勤務地（海外）:

■配属部署名： ■課名：

必須

必須

■必要な学位: ■実務経験年数目安:

■格付け： ■月額基本給：

・内部採用制度 https://www.jica.go.jp/recruit/permanent/index.html

・独立行政法人国際協力機構
　有期雇用者就業規則

https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001497.html

・有期雇用者手当支給細則 https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001498.html

■健康質問票の提出： ■面接方式:

■担当者名: ■E-mailアドレス:

＊「2027年国際園芸博覧会」
について

＊JICAの中小企業・SDGsビジ
ネス支援事業について

＊専門嘱託について

横浜市と連携してのイベントとなる「２０２７年国際園芸博覧会」の各種企画への側面支援、及び民間セクターとの連携に柔軟性を持って積極的に取り組んでいただける方のご応募をお待
ちしております！

https://partner.jica.go.jp/senmonsyokutaku_career

https://www.jica.go.jp/activities/schemes/priv_partner/activities/sme/index.html

https://expo2027yokohama.or.jp/

■担当者からのメッセージ（備考・留意点を含む）

Oda.Akiko@jica.go.jp小田　亜紀子

②原則対面（但し応募者の事情に応じてオンラインも可）要

専門嘱託3号 359,520 円

■待遇:

１．諸手当：超過勤務手当、賞与(6月及び12月)、通勤手当、特別都市手当(支給対象地域に勤務する者に限る)を支給。
扶養手当、住居手当、及び退職手当は支給なし。
２．就業時間：午前9：30から午後5：45までの7時間30分(休憩時間は12：30から13：15までの45分)
※北海道センター（帯広）のみ、午前9：00から午後5：15までの7時間30分(休憩時間は12：15から13：00までの45分)
※時差出勤、在宅勤務制度あり
３．休日：土曜、日曜、国民の休日および年末年始
※休暇：有給休暇、特別有給休暇あり
４．時間外労働：月平均20時間程度
５．試用期間：6ヶ月（試用期間の待遇変更なし）
６．社会保険：健康保険、雇用保険、厚生年金、労災保険に加入
７．福利厚生：交通費支給、時間外手当支給、完全週休2日制、各種社会保険完備、団体生命保険
８．正職員登用：一定の条件を満たす方を正職員として採用する制度があります。（内部採用制度）
９．その他：昇給なし。機構スタッフの互助組織である厚生会(月額基本給実額の0.4%相当を会費として徴収)に一律加入頂き、各種給付制度や割引制度の利用が可能です。

その他、就業規則等内部規程に基づきます。

以下の能力があることが望ましい。
・開発途上国の経済社会状況やその課題解決に資する日本企業の海外展開に関心・熱意を持って取り組むことができること。
・交渉・調整、マネジメント、コミュニケーション能力に優れ、チームでの円滑な業務遂行が可能であること。
・チャレンジ精神、責任感、柔軟性を持っていること。

■業務内容：

■求められる資質・能力・経験:

英語（TOEIC730点（相当・以上）が望ましい）

■必要な語学力:

■必要な技術資格:

パソコンでの業務が支障なく行えること（ワード、エクセル、パワーポイント、メール等）

学士以上が望ましい 7-10年

■最長契約期間: 上記は初回の契約期間です。契約は 独立行政法人国際協力機構有
期雇用者就業規則第 34 条に基づき更新されることがあります。1
年毎に更新を行い、最長で2028年3月31日（更新回数1回）を上限と

します。

1

職務内容

専門嘱託

【専門嘱託】横浜センター市民参加協力課

JICA横浜
神奈川県横浜市中区新港2-3-1

※契約期間を通じて勤務場所の変更は原則として想定されません。
なし

市民参加協力課横浜センター

期間の定めあり(2026年10月1日 ～ 2027年9月30日)

有 有

■募集人数（人）:

https://www.jica.go.jp/recruit/permanent/index.html
https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001497.html
https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001498.html
mailto:Oda.Akiko@jica.go.jp
https://expo2027yokohama.or.jp/
https://expo2027yokohama.or.jp/
https://expo2027yokohama.or.jp/
https://expo2027yokohama.or.jp/
https://www.jica.go.jp/activities/schemes/priv_partner/activities/sme/index.html
https://www.jica.go.jp/activities/schemes/priv_partner/activities/sme/index.html
https://www.jica.go.jp/activities/schemes/priv_partner/activities/sme/index.html
https://www.jica.go.jp/activities/schemes/priv_partner/activities/sme/index.html
https://partner.jica.go.jp/senmonsyokutaku_career
https://partner.jica.go.jp/senmonsyokutaku_career
https://partner.jica.go.jp/senmonsyokutaku_career
https://partner.jica.go.jp/senmonsyokutaku_career
https://partner.jica.go.jp/senmonsyokutaku_career
https://www.jica.go.jp/activities/schemes/priv_partner/activities/sme/index.html
https://expo2027yokohama.or.jp/
mailto:Oda.Akiko@jica.go.jp


No.11 ■募集ポスト名： 草の根技術協力

① ②

■契約形態： ■募集分野： 市民参加

【業務内容】

（１）草の根技術協力事業及びJICA基金に関する実施監理等

（２）担当案件に係る応募相談、案件形成支援、連絡調整、経理等実施支援、

モニタリング・評価等

（３）NGO等との連携に関する業務

（４）各種団体とのネットワーク形成、各種会議・研修等に係る企画・連絡・調整

（５）その他JICA海外協力隊、開発教育支援等のJICA九州所長が指示する業務

※契約期間を通じて業務内容の変更 は原則として想定されません。

■国内出張: ■海外出張:

■勤務地（国内）: ■勤務地（海外）:

■配属部署名： ■課名：

必須

必須

■必要な学位: ■実務経験年数目安:

■格付け： ■月額基本給：

・内部採用制度 https://www.jica.go.jp/recruit/permanent/index.html

・独立行政法人国際協力機構
　有期雇用者就業規則

https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001497.html

・有期雇用者手当支給細則 https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001498.html

■健康質問票の提出： ■面接方式:

■担当者名: ■E-mailアドレス:

JICA九州は、開発途上国と九州7県の結節点として、日本と途上国の地域同士で、人材や知見が双方向に行きかう取り組みを支えるために各種事業を展開していま
す。市民参加協力課では、地方自治体、大学、NGO等の様々な地域のパートナーや多様なバックグランドを有する市民との連携事業を推進しています。コミュニ
ケーション、フットワークを重視して、様々なパートナーとの共創を促進頂ける方のご応募をお待ちしております。

■担当者からのメッセージ（備考・留意点を含む）

Inoue.Ken@jica.go.jp井上

①オンライン要

専門嘱託3号 359,520 円

■待遇:

１．諸手当：超過勤務手当、賞与(6月及び12月)、通勤手当、特別都市手当(支給対象地域に勤務する者に限る)を支給。
扶養手当、住居手当、及び退職手当は支給なし。
２．就業時間：午前9：30から午後5：45までの7時間30分(休憩時間は12：30から13：15までの45分)
※北海道センター（帯広）のみ、午前9：00から午後5：15までの7時間30分(休憩時間は12：15から13：00までの45分)
※時差出勤、在宅勤務制度あり
３．休日：土曜、日曜、国民の休日および年末年始
※休暇：有給休暇、特別有給休暇あり
４．時間外労働：月平均20時間程度
５．試用期間：6ヶ月（試用期間の待遇変更なし）
６．社会保険：健康保険、雇用保険、厚生年金、労災保険に加入
７．福利厚生：交通費支給、時間外手当支給、完全週休2日制、各種社会保険完備、団体生命保険
８．正職員登用：一定の条件を満たす方を正職員として採用する制度があります。（内部採用制度）
９．その他：昇給なし。機構スタッフの互助組織である厚生会(月額基本給実額の0.4%相当を会費として徴収)に一律加入頂き、各種給付制度や割引制度の利用が
可能です。

その他、就業規則等内部規程に基づきます。

（１）必須条件
　①企業、官公庁、大学、団体等において７年以上の実務経験を有すること。　②日本語及び英語での業務遂行が可能であること。
（２）以下のいずれかの経験・知識があることが望ましい
　①開発途上国での活動・業務経験
　②NGOの活動など、市民参加事業にかかる知識・業務経験
　③国際協力、国際関係の知識及び実務経験（特にプロジェクトの立案・運営管理）

■求められる資質・能力・経験:

英語（TOEIC730点（相当・以上）が望ましい）

■必要な語学力:

■必要な技術資格:

パソコンでの業務が支障なく行えること（ワード、エクセル、パワーポイント、メール等）

学士以上が望ましい 7-10年

【専門嘱託】九州センター市民参加協力課

JICA九州
福岡県北九州市八幡東区平野2-2-1

※契約期間を通じて勤務場所の変更は原則として想定さ
れません。

なし

市民参加協力課九州センター

期間の定めあり(2026年9月1日 ～ 2027年8月31日)

有 有

上記は初回の契約期間です。契約は 独立行政法人国際協
力機構有期雇用者就業規則第 34 条に基づき更新される
ことがあります。1年毎に更新を行い、最長で採用日から

3年 （更新回数2回）を上限とします。

1■募集人数（人）:

職務内容

専門嘱託

■業務内容：

■最長契約期間:

https://www.jica.go.jp/recruit/permanent/index.html
https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001497.html
https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001498.html
mailto:Inoue.Ken@jica.go.jp
mailto:Inoue.Ken@jica.go.jp


No.12 ■募集ポスト名： (協力隊員派遣支援)

① ②

■契約形態： ■募集分野： 市民参加 多岐にわたる分野

【業務内容】

（１）JICAボランティア事業に係る各種業務

①広報に係る業務（募集/事業理解促進イベントの企画・実施補助業務、応募相談業務他）

②地方自治体表敬に係る業務

③課題別派遣前訓練の準備・実施に係る支援業務

④地域連携・民間連携・自治体連携（神奈川県教育委員会等）のボランティア事業に係る業務

⑤JICA海外協力隊帰国隊員による国内への社会還元に関する業務

⑥各種文書の作成を含むその他関連業務

（２）開発教育支援に関する各種業務

①訪問学習及び出前講座の実施及びその支援

②国際協力関連イベントへの出展・開催支援

（３）その他JICA横浜センター所長が指示する関連業務

※契約期間を通じて業務内容の変更 は原則として想定されません。

■国内出張: ■海外出張:

■勤務地（国内）: ■勤務地（海外）:

■配属部署名： ■課名：

望ましい

必須

■必要な学位: ■実務経験年数目安:

■格付け： ■月額基本給：

・内部採用制度 https://www.jica.go.jp/recruit/permanent/index.html

・独立行政法人国際協力機構
　有期雇用者就業規則

https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001497.html

•	有期雇用者手当支給細則 https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001498.html

■健康質問票の提出： ■面接方式:

■担当者名: ■E-mailアドレス:

期間の定めあり(2026年9月1日 ～ 2027年8月31日)

有 有

※JICA海外協力隊経験必須

【国内協力員】横浜センター市民参加協力課

JICA横浜
神奈川県横浜市中区新港2-3-1

※契約期間を通じて勤務場所の変更は原則として想定されませ
ん。

なし

職務内容

国内協力員

■業務内容：

パソコンでの業務が支障なく行えること（ワード、エクセル、パワーポイント、メール等）

学士以上が望ましい 0-2年

市民参加協力課横浜センター

国内協力員 368,760円

■待遇:

１．諸手当：超過勤務手当、通勤手当、特別都市手当(支給対象地域に勤務する者に限る)を支給。
扶養手当、住居手当、及び退職手当は支給なし。
２．就業時間：午前9：30から午後5：45までの7時間30分(休憩時間は12：30から13：15までの45分)
※北海道センター（帯広）のみ、午前9：00から午後5：15までの7時間30分(休憩時間は12：15から13：00までの45分)
※時差出勤、在宅勤務制度あり
３．休日：土曜、日曜、国民の休日および年末年始
※休暇：有給休暇、特別有給休暇あり
４．時間外労働：あり
５．試用期間：6ヶ月（試用期間の待遇変更なし）
６．休暇：有給休暇、特別有給休暇あり
７．社会保険：健康保険、雇用保険、厚生年金、労災保険に加入
８．福利厚生：交通費支給、時間外手当支給、完全週休2日制、各種社会保険完備
９．正職員登用：一定の条件を満たす方を正職員として採用する制度があります。（内部採用制度）
１０．その他：昇給なし。

その他、就業規則等内部規程に基づきます。

■最長契約期間: 上記は初回の契約期間です。契約は 独立行政法人国際協力機
構有期雇用者就業規則第 34 条に基づき更新されることがあり
ます。1年毎に更新を行い、最長で採用日から2年 （更新回数1

回）を上限とします。

1■募集人数（人）:

・JICA海外協力隊（JICAボランティア）経験は必須。
・2年以上の社会人経験があると望ましい。

■求められる資質・能力・経験:

英語（TOEIC730点以上が望ましい）

■必要な語学力:

■必要な技術資格:

JICA海外協力隊の応募や派遣、帰国後の活躍支援などについて、通常の事業運営のみならず、ご自身の発意で様々な活動を企画・実施することができます。協力隊
活動の普及に意欲をお持ちの方、国際協力分野でのキャリアをこれから形成したい方、積極的に新たな活動を提案できる方などのご応募をお待ちしております！

■担当者からのメッセージ（備考・留意点を含む）

Inagaki.Yoshitaka@jica.go.jp稲垣良隆

対面（状況に応じオンライン可）要

https://www.jica.go.jp/recruit/permanent/index.html
https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001497.html
https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001498.html
mailto:Inagaki.Yoshitaka@jica.go.jp
mailto:Inagaki.Yoshitaka@jica.go.jp


No.13 ■募集ポスト名： (協力隊事業等)

① ②

■契約形態： ■募集分野： 市民参加 多岐にわたる分野

【業務内容】

（１）JICA海外協力隊事業関連業務

 　①派遣前自治体表敬、帰国後自治体表敬の手続き、経費支払関連業務

 　②各県協力隊OV会、育てる会（支援する会）に関する業務

　③ JICA海外協力隊による社会還元に関する業務

 　④JICA海外協力隊応募相談対応

 　⑤JICA海外協力隊・グローカルプログラムに関する業務

 　⑥JICA海外協力隊事業の推進に関する国際協力推進員との連携調整業務

 　⑦JICA海外協力隊募集/事業説明会/セミナー/募集広報等の企画・調整・実施業務

（２）開発教育関連業務

　①開発教育支援事業の計画・実施管理

　②開発教育に関する情報収集・整理

（３）国際協力推進員関連業務

　①国際協力推進員支援業務

　②国際協力推進員関連手続き

※契約期間を通じて業務内容の変更 は原則として想定されません。

■国内出張: ■海外出張:

■勤務地（国内）: ■勤務地（海外）:

■配属部署名： ■課名：

望ましい

必須

■必要な学位: ■実務経験年数目安:

■格付け： ■月額基本給：

・内部採用制度 https://www.jica.go.jp/recruit/permanent/index.html

・独立行政法人国際協力機構
　有期雇用者就業規則

https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001497.html

 •有期雇用者手当支給細則 https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001498.html

■健康質問票の提出： ■面接方式:

■担当者名: ■E-mailアドレス:

期間の定めあり(2026年9月1日 ～ 2027年8月31日)

有 原則無

※JICA海外協力隊経験必須

【国内協力員】東北センター市民参加協力課

【募集の背景・目的】
国内協力員は、帰国後のJICA海外協力隊員を対象に、JICA海外協力隊の協力体験の社会還元の環境整備の一環として日本社会での社会経験を積むことにより人材育成を行うこ
と、及び活動経験をJICAの国内業務に活かすことを目的とした制度です。本ポストは、JICA海外協力隊の活動経験を活かし、JICA海外協力隊の広報や募集、表敬訪問やグローカ
ルプログラム、帰国後の社会還元、開発教育などの業務を担うとともに、東北各県の国際協力推進員の活動を支援する業務を担当します。

【期待される成果】
担当業務の実施を通じて、東北地方におけるJICA事業及び各県の国際協力推進員の活動が円滑に進められる。また、本ポストの業務を通じて、国際協力人材としての基礎能力の
向上が期待されます。業務改善のための提案も大歓迎です。

JICA東北
宮城県仙台市青葉区一番町4-6-1　仙台第一生命タワービル

ディング20階
※契約期間を通じて勤務場所の変更は原則として想定されま

せん。

なし

職務内容

国内協力員

■業務内容：

パソコンでの業務が支障なく行えること（ワード、エクセル、パワーポイント、メール等）

学士以上が望ましい 0－2年

市民参加協力課東北センター

国内協力員 368,760円

■待遇:

１．諸手当：超過勤務手当、通勤手当、特別都市手当(支給対象地域に勤務する者に限る)を支給。
扶養手当、住居手当、及び退職手当は支給なし。
２．就業時間：午前9：30から午後5：45までの7時間30分(休憩時間は12：30から13：15までの45分)
※北海道センター（帯広）のみ、午前9：00から午後5：15までの7時間30分(休憩時間は12：15から13：00までの45分)
※時差出勤、在宅勤務制度あり
３．休日：土曜、日曜、国民の休日および年末年始
※休暇：有給休暇、特別有給休暇あり
４．時間外労働：あり
５．試用期間：6ヶ月（試用期間の待遇変更なし）
６．休暇：有給休暇、特別有給休暇あり
７．社会保険：健康保険、雇用保険、厚生年金、労災保険に加入
８．福利厚生：交通費支給、時間外手当支給、完全週休2日制、各種社会保険完備
９．正職員登用：一定の条件を満たす方を正職員として採用する制度があります。（内部採用制度）
１０．その他：昇給なし。

その他、就業規則等内部規程に基づきます。

■最長契約期間: 上記は初回の契約期間です。契約は 独立行政法人国際協力機
構有期雇用者就業規則第 34 条に基づき更新されることがあ
ります。1年毎に更新を行い、最長で採用日から2年 （更新回

数1回）を上限とします。

1■募集人数（人）:

・JICA海外協力隊（JICAボランティア）経験必須。

■求められる資質・能力・経験:

英語（TOEIC730点（相当・以上）が望ましい）

■必要な語学力:

■必要な技術資格:

JICA東北センターは、東北6県における国際協力への理解と参加の促進に取り組んでおり、やる気次第で様々な業務にチャレンジすることができます。また、国内協力
員ポストは努力次第でJICAその他の様々なポストへのステップアップに繋げる事が出来ます。ご自身の経験を活かして東北地域における国際協力に関する理解促進を進
め、開発途上国の自立的発展とともに、多くの国際協力のリソースを活用して持続可能な地域づくりにもつなげていくことをイメージしながら情熱を持って仕事に取り
組める方々からのご応募をお待ちしています。

■担当者からのメッセージ（備考・留意点を含む）

thictpp@jica.go.jp松元　隆

①オンライン不要



No.14 ■募集ポスト名： （環境・気候変動）

① ②

■契約形態： ■募集分野： 気候変動対策 自然環境保全

【業務内容】

（１）JICAサステナビリティ方針（特に、気候変動対策、自然環境保全）推進に向けた情報

収集、分析、戦略立案

（２）関係部署が作成する援助戦略文書（課題別事業戦略、国別分析ペーパー等）及び事業

形成文書（実施計画書、案件計画調書、事業事前評価表等）のレビュー・助言等を通じた

パリ協定整合確認及び気候変動・生物多様性の主流化促進

（３）気候変動・生物多様性分野に係る各種業務・調査の契約監理補佐、品質管理

（４）気候変動・生物多様性分野に係る情報収集・分析、戦略策定、制度設計、目標設定、

モニタリング、データ集計等

（５）国内外の各種会議への出席、セミナー・研修等の実施・運営補助、各種手続き

（６）サステナビリティ推進に係る機構内外へのエンゲージメント活動、広報等

（７）気候変動対策等に係る知見の集積・体系化、ナレッジマネジメントネットワーク

（KMN）活動

※契約期間を通じて業務内容の変更 は原則として想定されません。

■国内出張: ■海外出張:

■勤務地（国内）: ■勤務地（海外）:

■配属部署名： ■課名：

必須

必須

望ましい
望ましい

■必要な学位: ■実務経験年数目安:

■格付け： ■月額基本給：

・独立行政法人国際協力機構
　有期雇用者就業規則

https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001497.html

■健康質問票の提出： ■面接方式:

■担当者名: ■E-mailアドレス:

・グローバルアジェンダ https://www.jica.go.jp/information/publication/brochures/issues/global_agenda.html

※国際協力人材に求められる6つの資質と能力について https://partner.jica.go.jp/jicas_jobView?cat=jicas_job&param=six_abilities

【関連実務年数】
原則、下記の全ての要件を満たす方とします。
・当該分野において、開発途上国の支援に貢献できる技術・専門性を有し、技術協力専門家又は企画調査員等（以下「専門家」という。）としての派遣又はこれと同等と見なされ
る実務経験を3年以上有し、尚且つ国際協力業務又は特定の課題における実務経験を10年以上有する者（記入者への補足情報：実施要領の要件に同じ）

また、以下のうち、いずれかの経験・知識があることが特に望ましい。（記入者への補足情報：適宜求める分野、実務経験年数を変更してください。）
・地球環境問題に関する実務経験
・国内外でのサステナビリティ分野に関連する実務経験（10年以上）

【求められる資質と能力】 本件で求められる資質と能力は以下の通りです。（記入者への補足情報：求められる号数に応じて★マークを調整してください。右のコメント欄参
照。）
分野・課題専門力★★　総合マネジメント力★★★　問題発見・分析力★★　コミュニケーション力★★　援助関連知識・経験★★　地域関連知識・経験★
［★★★：非常に重視する　★★：重視する　★：参考程度　-：不問］

【アソシエイト専門員】企画部サステナビリティ推進室兼サステ
ナビリティ推進担当特命審議役付

【募集・業務の背景】
開発途上国のSDGs達成を支援するJICAは、自らが率先してサステナビリティを推進するため、2023年10月に「JICAサステナビリティ方針」を公表し、全新規事業のパリ協定整合、
開発途上国における脱炭素かつ気候変動に強靭な社会への移行（トランジション）支援、生物多様性の主流化推進などを目指すことを掲げています。同方針の実現のため、企画部
サステナビリティ推進室は、①気候変動対策及び生物多様性保全を組織内で主流化するために必要な業務の実施、②組織・事業両面での「移行計画」の策定と推進、③気候変動対
策や生物多様性保全等に関する国際的な議論の情報等の収集・分析、④国際会議等でのサイドイベント企画と発信、⑤組織内外へのエンゲージメント、等を行っています。このた
び、サステナビリティ推進室でこれらの業務（特に、気候変動対策及び生物多様性を始めとする環境分野）を進めるために共に働くアソシエイト専門員を募集します。なお、アソ
シエイト専門員は、開発途上地域等における複数の国際協力の経験を有し、かつ、将来にわたり国際協力事業に従事することを志向する方をアソシエイト専門員として確保し、国
際協力事業の効果的・効率的な実施の促進及び事業の質的向上に資することを目的としています。

【業務の目的】
本アソシエイト専門員は、環境分野（特に、気候変動対策、自然環境保全の両分野）に係る情報収集・分析、方針等の策定、各種調整、その他付随する業務を行います。専門人材
として即戦力としての活躍を期待します。

国際協力機構本部ビル
住所：東京都千代田区二番町5-25二番町センタービル

※契約期間を通じて勤務場所の変更は原則として想定されませ
ん。

無

サステナビリティ推進室兼サステナビリティ推進担当特命審議役付企画部

期間の定めあり（2026年9月1日～2027年8月31日まで ）

有 有

■最長契約期間: ■募集人数（人）: 1
上記は初回の契約期間です。契約は 独立行政法人国際協力機構有
期雇用者就業規則第 34 条に基づき更新されることがあります。
1年毎に更新を行い、最長で採用日から2年 （更新回数1回）を上

限とします。

職務内容

アソシエイト専門員

■業務内容：

■求められる資質・能力・経験:

英語（TOEIC860点以上が望ましい）

■必要な語学力:

■必要な技術資格:

国際協力に関する職務経験を有していること。JICA海外協力隊の経験者を歓迎。

地球環境問題（特に、気候変動対策）やサステナビリティに関連した学位・職務経験を有していること。
パソコンでの業務が支障なく行えること（ワード、エクセル、パワーポイント、メール、Teams等）

修士以上 11-16年

①オンライン要

アソシエイト専門員4号 415,620円

■待遇:

１．諸手当：超過勤務手当、賞与(6月及び12月)、通勤手当、特別都市手当(支給対象地域に勤務する者に限る)を支給。
扶養手当、住居手当、及び退職手当は支給なし。
２．就業時間：午前9：30から午後5：45までの7時間30分
※休憩時間は12：30から13：15までの45分
※時差出勤、在宅勤務制度あり
３．休日：土曜、日曜、国民の休日および年末年始
※休暇：有給休暇、特別有給休暇あり
４．時間外労働：月平均20時間程度
５．試用期間：6ヶ月（試用期間の待遇変更なし）
６．社会保険：健康保険、雇用保険、厚生年金、労災保険に加入
７．福利厚生：交通費支給、時間外手当支給、完全週休2日制、各種社会保険完備
８．その他：昇給なし。

その他、就業規則等内部規程に基づきます。

https://www.jica.go.jp/about/policy/environment/index.html

本ポストは、気候変動対策等に係る専門性を活かして、組織と事業両面での戦略・計画策定、事業への助言、その他情報収集・分析業務等を担当または補佐いただきます。これま
で国内外で気候変動対策や生物多様性保全を含むサステナビリティ関連の実務に従事した経験がある方には最適なポストです。本分野に係る国際協力のキャリアを形成・蓄積し、
将来にわたり国際協力分野で活躍したい意欲的な方のご応募をお待ちしています。なお、応募に先立ち、業務内容への理解を深めるために、「JICAサステナビリティ方針」及び
「JICA統合報告書2025　第2章（サステナビリティ）」をご確認ください。いずれも、JICAのサステナビリティ関連ページからご覧いただけます。

■担当者からのメッセージ（備考・留意点を含む）

Taniguchi.Kotaro@jica.go.jp谷口

https://partner.jica.go.jp/jicas_jobView?cat=jicas_job&param=six_abilities
https://partner.jica.go.jp/jicas_jobView?cat=jicas_job&param=six_abilities
https://partner.jica.go.jp/jicas_jobView?cat=jicas_job&param=six_abilities
https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001497.html
mailto:Taniguchi.Kotaro@jica.go.jp
https://www.jica.go.jp/about/policy/environment/index.html
https://www.jica.go.jp/about/policy/environment/index.html
https://www.jica.go.jp/about/policy/environment/index.html
https://www.jica.go.jp/about/policy/environment/index.html
https://www.jica.go.jp/about/policy/environment/index.html
https://www.jica.go.jp/information/publication/brochures/issues/global_agenda.html
https://partner.jica.go.jp/jicas_jobView?cat=jicas_job&param=six_abilities
https://www.jica.go.jp/about/policy/environment/index.html
mailto:Taniguchi.Kotaro@jica.go.jp


No.15 ■募集ポスト名：
（科学技術協力・国際頭

脳循環推進）

① ②

■契約形態： ■募集分野： 多岐にわたる分野

【業務内容】

（１）科学技術分野の頭脳循環プログラムの実施計画の具体化・パートナー機関（※）との総合調整

　　　※光化学イノベーションセンター、理化学研究所、量子科学技術研究開発機構等を想定

（２）SATREPSの付加価値向上、優良案件形成に向けた具体的取り組みの立案と推進

（３）STID Lab（ラボ運営のため開発コンサルタントと契約）を通じた、

　　　関係事業部と研究者の共創（短期研究・調査、構想策定、概念実証等）事業の組成・実施

（４）JICAグローバルアジェンダ（JGA）に関する内外研究者との共創の促進に向けた

　　　施策の構想検討と実施計画の策定

（５）国内外会議への登壇、関係機関協議を通じた情報発信、ネットワーク構築・強化

（６）科学技術と開発に関する国際場裏での議論や先進国、国際機関の関連政策の情報収集・分析

※契約期間を通じて業務内容の変更 は原則として想定されません。

■国内出張: ■海外出張:

■勤務地（国内）: ■勤務地（海外）:

■配属部署名： ■課名：

必須

必須

■必要な学位: ■実務経験年数目安:

■格付け： ■月額基本給：

・独立行政法人国際協力機構
　有期雇用者就業規則

https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001497.html

■健康質問票の提出： ■面接方式:

■担当者名: ■E-mailアドレス:

・グローバルアジェンダ https://www.jica.go.jp/TICAD/overview/publications/global_agenda_20.html

科学技術分野でのJICAと外部アクターとの共創促進をもって、開発協力に資する技術革新に繋げていくという、新しく重要でダイナミックな業務に従事いただくポストです。JICAにとっての新たなチャレン
ジを、ぜひ一緒に進めていきましょう。ご応募をお待ちしています。

■担当者からのメッセージ（備考・留意点を含む）

Yamamoto.Masashi@jica.go.jp山本　将史

①オンライン要

アソシエイト専門員5号 460,050円

■待遇:

１．諸手当：超過勤務手当、賞与(6月及び12月)、通勤手当、特別都市手当(支給対象地域に勤務する者に限る)を支給。
扶養手当、住居手当、及び退職手当は支給なし。
２．就業時間：午前9：30から午後5：45までの7時間30分
※休憩時間は12：30から13：15までの45分
※時差出勤、在宅勤務制度あり
３．休日：土曜、日曜、国民の休日および年末年始
※休暇：有給休暇、特別有給休暇あり
４．時間外労働：月平均20時間程度
５．試用期間：6ヶ月（試用期間の待遇変更なし）
６．社会保険：健康保険、雇用保険、厚生年金、労災保険に加入
７．福利厚生：交通費支給、時間外手当支給、完全週休2日制、各種社会保険完備
８．その他：昇給なし。

その他、就業規則等内部規程に基づきます。

職務内容

アソシエイト専門員

■業務内容：

■求められる資質・能力・経験:

英語（TOEIC860点以上が望ましい）

■必要な語学力:

■必要な技術資格:

パソコンでの業務が支障なく行えること（ワード、エクセル、パワーポイント、メール、テレビ会議運営等）

修士以上 17年以上

※国際協力人材に求められる6つの資質と能力について https://partner.jica.go.jp/jicas_jobView?cat=jicas_job&param=six_abilities

【関連実務年数】
原則、下記の全ての要件を満たす方とします。
・当該分野において、開発途上国の支援に貢献できる技術・専門性を有し、技術協力専門家又は企画調査員等（以下「専門家」という。）としての派遣又はこれと同等と見なされる実務経験を3年以上有し、
尚且つ国際協力業務又は特定の課題における実務経験を10年以上有する者

また、以下のうち、いずれかの経験・知識があることが特に望ましい。
- 大学・研究機関・科学関連ファンディングエージェンシー・関連財団・民間企業の開発研究部門等で、研究の企画・運営や研究支援業務を、リサーチアドミニストレーター（RA）等の立場で経験されてい
る方。
- 国際機関等でSTI4D方針や運営に関わった経験を有する方。
- ODA事業において途上国政府の科学技術分野の政策・戦略策定等の業務経験を有する方。
- 日本もしくは海外の大学・研究機関において理系分野の研究活動に従事した経験を有する方。

【求められる資質と能力】 本件で求められる資質と能力は以下の通りです。（分野・課題専門力★★　総合マネジメント力★★★　問題発見・分析力★★★　コミュニケーション力★★★　援助関連知識・
経験★　地域関連知識・経験-
［★★★：非常に重視する　★★：重視する　★：参考程度　-：不問］

【アソシエイト専門員】ガバナンス・平和構築部STI・DX室

【募集・業務の背景】
JICAは、これまで日本の大学・研究機関とともに途上国の大学・研究拠点支援を実施し、研修員受入と専門家派遣といった人の行き来を通じて課題解決を図るとともに、共同研究を促進してきました。複合
的危機や地球規模課題に対応していくためには、開発協力に資する技術革新を生み出す科学技術分野での外部アクターとの共創を一層促進していく必要があります。一方、日本国内に目を向けると、他先進
国・新興国と比しての科学技術力の低下という課題もあり、ODA大綱の改定にて国際頭脳循環が明記されたことからも、ODA事業を通じた同課題解決への貢献も期待されています。左記ニーズや期待にJICAが
中期的に応えていくためには、各JICAグローバルアジェンダ(JGA)の分野専門性を有する人材に加え、JICA内部に大学・研究機関との共創に関する戦略の策定・運営を担える専門人材の確保が必要になってき
ています。
なお、アソシエイト専門員制度は、開発途上地域等における複数の国際協力の経験を有し、かつ、将来にわたり国際協力事業に従事することを志向する人材をアソシエイト専門員として確保し、国際協力事
業の効果的・効率的な実施の促進及び事業の質的向上に資することを目的としています。

【業務の目的】
本アソシエイト専門員は、開発協力における技術革新を生み出す科学技術分野での外部アクターとの共創を一層促進するための、即戦力としての活躍を期待します。

国際協力機構本部ビル
住所：東京都千代田区二番町5-25二番町センタービル

※契約期間を通じて勤務場所の変更は原則として想定されません。
無

STI・DX室ガバナンス・平和構築部

期間の定めあり（2026年9月1日～2027年8月31日まで ）

有 有

■最長契約期間: ■募集人数（人）: 1
上記は初回の契約期間です。契約は 独立行政法人国際協力機構有期雇用

者就業規則第 34 条に基づき更新されることがあります。
1年毎に更新を行い、最長で採用日から2年 （更新回数1回）を上限としま

す。

https://partner.jica.go.jp/jicas_jobView?cat=jicas_job&param=six_abilities
https://partner.jica.go.jp/jicas_jobView?cat=jicas_job&param=six_abilities
https://partner.jica.go.jp/jicas_jobView?cat=jicas_job&param=six_abilities
https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001497.html
mailto:Yamamoto.Masashi@jica.go.jp
https://www.jica.go.jp/TICAD/overview/publications/global_agenda_20.html
mailto:Yamamoto.Masashi@jica.go.jp
https://partner.jica.go.jp/jicas_jobView?cat=jicas_job&param=six_abilities


No.16 ■募集ポスト名：
民間セクター開発（アジア投資
促進・産業振興：東南アジア）

① ②

■契約形態： ■募集分野： 民間セクター開発 多岐にわたる分野

■国内出張: ■海外出張:

■勤務地（国内）: ■勤務地（海外）:

■配属部署名： ■課名：

望ましい

必須

■必要な学位: ■実務経験年数目安:

■格付け： ■月額基本給：

・独立行政法人国際協力機構
　有期雇用者就業規則

https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001497.html

・有期雇用者手当支給細則 https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001498.html

■健康質問票の提出： ■面接方式:

■担当者名: ■E-mailアドレス:

※国際協力人材に求められる6つの資質と能力について https://partner.jica.go.jp/jicas_jobView?cat=jicas_job&param=six_abilities

民間セクター開発第1チームでは、アジア・大洋州における民間セクター開発分野の技術協力事業を所掌しています。この中には７カ国における日本センター支援
の技術協力プロジェクトが含まれており、本ポストにおいて、各国における取り組みについて理解を深めていただいた上で、専門家としてご活躍いただける方の応
募をお待ちしています。

■担当者からのメッセージ（備考・留意点を含む）

Murata.Hiroshi3@jica.go.jp村田　広志

①オンライン要

特別嘱託3号 498,830円

■待遇:

１．諸手当：超過勤務手当、通勤手当、特別都市手当(支給対象地域に勤務する者に限る)を支給。
扶養手当、住居手当、及び退職手当は支給なし。
２．就業時間：午前9：30から午後5：45までの7時間30分
※休憩時間は12：30から13：15までの45分
※時差出勤、在宅勤務制度あり
３．休日：土曜、日曜、国民の休日および年末年始
※休暇：有給休暇、特別有給休暇あり
４．時間外労働：月平均20時間程度
５．試用期間：6ヶ月（試用期間の待遇変更なし）
６．社会保険：健康保険、雇用保険、厚生年金、労災保険に加入
７．福利厚生：交通費支給、時間外手当支給、完全週休2日制、各種社会保険完備
８．その他：昇給なし。

その他、就業規則等内部規程に基づきます。

【関連実務年数】
原則、下記の全ての要件を満たす方とします。
１．開発途上国の支援に貢献できる技術・専門性を有し、5年以上の実務経験を有すること。
２．JICA専門家/企画調査員として1年以上の派遣経験もしくは同等の海外経験を有すること。

【求められる資質と能力】 本件で求められる資質と能力は以下の通りです。
分野・課題専門力★★　総合マネジメント力★　問題発見・分析力★★★　コミュニケーション力★★　援助関連知識・経験★　地域関連知識・経験★
［★★★：非常に重視する　★★：重視する　★：参考程度　-：不問］

職務内容

特別嘱託

■業務内容：

■求められる資質・能力・経験:

英語（TOEIC730点以上）

■必要な語学力:

■必要な技術資格:

パソコンでの業務が支障なく行えること（ワード、エクセル、パワーポイント、メール等）

学士以上が望ましい 7-10年

【特別嘱託】経済開発部民間セクター開発第一チーム

JICAは、アジア地域におけるビジネス人材育成と日本との人脈形成の拠点として設置された日本センターを、日本とセンター所在国とのビジネス交流を促進するプ
ラットフォームと位置づけ、現地及び日本企業の人的・情報ネットワークの拠点としての強化に取り組んでいる。本ポストでは、アジア地域における日本企業と現
地企業間のビジネスリンケージ強化・ビジネス人材育成等に貢献する案件の形成や実施監理を行う。
【業務内容】
以下の業務を実施する。
（１）案件の形成・実施監理：アジア投資促進・産業振興クラスターに位置づけられる案件（日本センター案件含む）の形成・実施監理
（２）外部機関との連携：アジア投資促進・産業振興クラスターに位置づけられる案件（日本センター案件含む）における関係機関との情報交換や具体的な連携策
の協議、民間企業とJICAとの連携活動の実施
（３）対外発信：各案件の広報、国内外の民間セクター開発分野における各種会議・イベントでの情報発信

※現時点での案であり、今後変更される可能性があります。ただし、契約期間を通じて業務内容の変更は原則として想定されません。

国際協力機構本部ビル
住所：東京都千代田区二番町5-25二番町センタービル
※契約期間を通じて勤務場所の変更は原則として想定さ

れません。

本ポスト終了後、東南アジアへの海外派遣を想定
※本ポストの職制は、次に長期専門家の対象となることを想
定したものです。長期専門家としての派遣が決定した際に

は、本ポストの契約は終了となります。

民間セクター開発第一チーム経済開発部

期間の定めあり（2026年9月1日～2027年8月31日まで）

有 有

■最長契約期間: ■募集人数（人）: 1
本契約は更新されることはありません。

ただし、長期専門家等として派遣される任地等の決定が
遅れた場合に限り、1回を上限に契約を更新されること

があります。
（その場合の最長契約期間は採用日から2年まで）

https://partner.jica.go.jp/jicas_jobView?cat=jicas_job&param=six_abilities
https://partner.jica.go.jp/jicas_jobView?cat=jicas_job&param=six_abilities
https://partner.jica.go.jp/jicas_jobView?cat=jicas_job&param=six_abilities
https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001497.html
https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001498.html
mailto:Murata.Hiroshi3@jica.go.jp
https://partner.jica.go.jp/jicas_jobView?cat=jicas_job&param=six_abilities
mailto:Murata.Hiroshi3@jica.go.jp


No.17 ■募集ポスト名： 都市開発・まちづくり

① ②

■契約形態： ■募集分野： 都市開発・地域開発

■国内出張: ■海外出張:

■勤務地（国内）: ■勤務地（海外）:

■配属部署名： ■課名：

望ましい

必須
望ましい

■必要な学位: ■実務経験年数目安:

■格付け： ■月額基本給：

・独立行政法人国際協力機構
　有期雇用者就業規則

https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001497.html

・有期雇用者手当支給細則 https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001498.html

■健康質問票の提出： ■面接方式:

■担当者名: ■E-mailアドレス:

※国際協力人材に求められる6つの資質と能力について https://partner.jica.go.jp/jicas_jobView?cat=jicas_job&param=six_abilities

本ポストは近年の都市人口の増加、気候変動対策への高まり、紛争や社会の分断等、都市課題が深刻化・多様化する中で、JICAが果たすべき役割を議論しながら、日本の経験
を活用しつつ、開発途上国の都市・地域開発・まちづくりに取り組むやりがいのある業務です。所属課においては都市開発に限らず、多様なバックグラウンドを持つスタッフ
が業務を行っています。今後、都市・地域開発・まちづくり分野で経験を深め、国際協力におけるキャリアを形成・強化していきたいと思っている方、是非ご応募お待ちして
おります。

■担当者からのメッセージ（備考・留意点を含む）

Abe.Masanori@jica.go.jp阿部　将典

①オンライン要

特別嘱託3号 498,830円

■待遇:

１．諸手当：超過勤務手当、通勤手当、特別都市手当(支給対象地域に勤務する者に限る)を支給。
扶養手当、住居手当、及び退職手当は支給なし。
２．就業時間：午前9：30から午後5：45までの7時間30分
※休憩時間は12：30から13：15までの45分
※時差出勤、在宅勤務制度あり
３．休日：土曜、日曜、国民の休日および年末年始
※休暇：有給休暇、特別有給休暇あり
４．時間外労働：月平均20時間程度
５．試用期間：6ヶ月（試用期間の待遇変更なし）
６．社会保険：健康保険、雇用保険、厚生年金、労災保険に加入
７．福利厚生：交通費支給、時間外手当支給、完全週休2日制、各種社会保険完備
８．その他：昇給なし。

その他、就業規則等内部規程に基づきます。

【関連実務年数】
原則、下記の全ての要件を満たす方とします。
・都市・地域開発・まちづくり分野において、開発途上国の支援に貢献できる技術・専門性を有し、5年以上の実務経験を有すること。

派遣先ポストを想定し、以下のうち、いずれかの経験・知識があることが特に望ましい。
・都市・地域開発・まちづくり分野において、地方自治体、まちづくり団体、コンサルタント等における実務経験（3年以上）を有すること。
・JICA専門家/企画調査員として1年以上の派遣経験もしくは同等の海外経験を有すること。
・海外（特に開発途上国）における都市・地域開発・まちづくり分野の業務　※活動予定（計画）があったものの、コロナ禍等できなかった方も歓迎。
・プレゼンテーション、コミュニケーション能力および報告書作成、情報・事務処理能力を有すること。

【求められる資質と能力】 本件で求められる資質と能力は以下の通りです。
【求められる資質と能力】 本件で求められる資質と能力は以下の通りです。
分野・課題専門力★★　総合マネジメント力★★　問題発見・分析力★★　コミュニケーション力★★★　援助関連知識・経験★★　地域関連知識・経験★
［★★★：非常に重視する　★★：重視する　★：参考程度　-：不問］

職務内容

特別嘱託

■業務内容：

■求められる資質・能力・経験:

英語（TOEIC730点以上が望ましい）

■必要な語学力:

■必要な技術資格:

都市・地域開発、まちづくり、地方創生等の分野に関する業務経験
パソコンでの業務が支障なく行えること（ワード、エクセル、パワーポイント、メール等）

学士以上が望ましい 7-10年

【特別嘱託】社会基盤部都市・地域開発グループ第二チーム

【案件の背景】
世界の人口は2050年に97億人に達し、その68%が都市に集中すると見込まれています。都市は、人々の居住環境、インフラや基本的なサービスへのアクセス、自然災害への脆
弱さ、行政及び社会ならびに経済活動への参加等、人間の安全保障に直結する人々の生存・生活・尊厳を守り、豊かな可能性を実現する上で、今後、一層大きな役割を果たす
ことが期待されます。多面的な都市の問題に対し、包括的に対応し、都市を持続的な発展の軌道に乗せることが、人間の安全保障、SDGsの達成に不可欠です。このような背景
を踏まえ、JICAでは、まちづくりクラスター事業戦略を策定し、①グリーン、②レジリエント、③インクルーシブで、持続可能な都市・地域づくりに向けて、計画的な都市化
に向けた協力を推進しています。

【業務の目的】
本ポストでは、開発途上国・地域等における課題解決に資する専門知識と一定の活動経験を有し、将来にわたり国際協力業務に従事することを志望する人材を対象に、主に国
内においてJICA事業を実地に研修する機会を提供するものです。これにより、国際協力に関する実践的な計画策定、運営管理といった協力手法等についての能力向上を図り、
JICA事業実施においてニーズが ありながら人材が不足する分野の人材を養成することを目的としています。研修終了後は、アジア、アフリカあるいは中南米地域での都市・
地域開発・まちづくりに係る技術協力プロジェクト専門家（指導科目に業務調整を含む）として派遣の対象となることを想定しています。なお、研修を通し、各派遣候補先
に必要な知識と能力を習得し、これらに照らして派遣の可否が最終的に判断されます。（※派遣先は、各案件の状況を踏まえて決定するため、変更の可能性があります。）

【期待される成果】
（１）都市・地域開発・まちづくり分野の情報収集、分析により案件形成に貢献する。
（２）都市・地域開発・まちづくり分野の事業に係る実施管理に貢献する。
（３）都市・地域開発・まちづくり分野に係る対外的な発信に貢献する。
（４）都市・地域開発・まちづくり・地方創生分野に係る日本の地方自治体等とのネットワークづくり、日本への環流等に貢献する。

【研修内容】
（１）都市・地域開発・まちづくり分野の情報収集、分析、評価等
（２）都市・地域開発・まちづくり分野の案件形成、実施、管理等
（３）都市・地域開発・まちづくり・地方創生分野の広報・情報発信、各種調査、イベント、国際会議等の実施支援等

※現時点での案であり、今後変更される可能性があります。ただし、契約期間を通じて業務内容の変更は原則として想定されません。

国際協力機構本部ビル
住所：東京都千代田区二番町5-25二番町センタービル

※契約期間を通じて勤務場所の変更は原則として想定されませ
ん。

本ポスト終了後、アジア、アフリカ地域等への海外派遣を想定（変更
の可能性あり）

※本ポストの職制は、次に長期専門家の対象となることを想定したも
のです。長期専門家としての派遣が決定した際には、本ポストの契約

は終了となります。

都市・地域開発グループ第二チーム社会基盤部

期間の定めあり（2026年月9月1日～2027年8月31日まで）

有 有

■最長契約期間: ■募集人数（人）: 1
本契約は更新されることはありません。

ただし、長期専門家等として派遣される任地等の決定が遅れた場合に
限り、1回を上限に契約を更新されることがあります。

（その場合の最長契約期間は採用日から2年まで）

https://partner.jica.go.jp/jicas_jobView?cat=jicas_job&param=six_abilities
https://partner.jica.go.jp/jicas_jobView?cat=jicas_job&param=six_abilities
https://partner.jica.go.jp/jicas_jobView?cat=jicas_job&param=six_abilities
https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001497.html
https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001498.html
mailto:Abe.Masanori@jica.go.jp
https://partner.jica.go.jp/jicas_jobView?cat=jicas_job&param=six_abilities
mailto:Abe.Masanori@jica.go.jp


No.18 ■募集ポスト名：
（水産ブルーエコノミー

振興）

① ②

■契約形態： ■募集分野： 水産 援助アプローチ／戦略／手法

【研修内容】

（１）水産ブルーエコノミー振興に係る情報収集、分析
（２）水産ブルーエコノミー振興に係る協力案件の計画策定及び実施管理（含：課題別研修） 
（３）水産ブルーエコノミー振興に係る関連大学、研究機関、民間企業との連携促進

※現時点での案であり、今後変更される可能性があります。ただし、契約期間を通じて業務内容の変更は原則として想定されません。

■国内出張: ■海外出張:

■勤務地（国内）: ■勤務地（海外）:

■配属部署名： ■課名：

望ましい

必須

■必要な学位: ■実務経験年数目安:

※国際協力人材に求められる6つの資質と能力について https://partner.jica.go.jp/jicas_jobView?cat=jicas_job&param=six_abilities

■格付け： ■月額基本給：

・独立行政法人国際協力機構
　有期雇用者就業規則

https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001497.html

・有期雇用者手当支給細則 https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001498.html

■健康質問票の提出： ■面接方式:

■担当者名: ■E-mailアドレス:

【案件の背景】
　水産業（漁業及び養殖業）で働く人々は世界でおよそ5,830 万人に上ると推定されます。途上国にとって水産物は重要な外貨獲得源でもあり、水産資源の有効活用が期待されています。また、
魚は漁村地域において比較的安価に入手できる動物タンパク源でもあり、水業の振興は栄養価の高い食料の安定供給にも貢献します。
　一方、近年、気候変動に伴う海洋環境・沿岸生態系の変化に加え、乱獲による水産資源の減少で、その約3 割が持続不可能な利用と評価されており、IUU 漁業対策を含む資源管理の取組みが求
められています。また、増加する水産物需要への対応として、水産養殖の振興が期待されています。
そこで、JICAは、漁村の貧困削減と水産食料の安定供給のため、水産資源の適切な管理・活用による「水産業を主体としたブルーエコノミー振興（水産ブルーエコノミー振興）」に取り組んでお
り、これらの分野課題に対応可能な人材を育成することが必要となっています。

【研修の目的】
本ポストでは、開発途上国・地域等における課題解決に資する専門知識と一定の活動経験を有し、将来にわたり国際協力業務に従事することを志望する若手人材を対象に、主に国内においてJICA
事業を実地に研修する機会を提供するものです。これにより、国際協力に関する実践的な計画策定、運営管理といった協力手法等についての能力向上を図り、JICA事業実施においてニーズがあり
ながら人材が不足する分野の人材を養成することを目的としています
研修終了後は、水産ブルーエコノミー振興に関する技術協力の専門家（プロジェクトの業務調整を担うポストを含む）として派遣の対象となることを想定しています。なお、研修を通し、各派遣
候補先に必要な知識と能力を習得し、これらに照らして派遣の可否が最終的に判断されます。

【期待される成果】
（１）水産ブルーエコノミー振興及び関連プロジェクトの情報収集、分析により同分野協力の戦略性強化に貢献する。
（２）水産ブルーエコノミー振興に係る協力案件の計画策定及び実施管理に貢献する。
（３）水産ブルーエコノミー振興に関するネットワークの維持、拡大に貢献する。
（４）ジュニア専門員契約終了後に水産ブルーエコノミー振興の専門家として業務を行うために必要な知識・技能等を習得する。

【ジュニア専門員】経済開発部農業・農村開発第一グループ第二チーム

職務内容

ジュニア専門員

■業務内容：

有 有

国際協力機構本部ビル
住所：東京都千代田区二番町5-25二番町センタービル

※契約期間を通じて勤務場所の変更は原則として想定されません。

本ポスト終了後、開発途上国への海外派遣を想定
※本ポストの職制は、次に長期専門家の対象となることを想定
したものです。長期専門家としての派遣が決定した際には、本

ポストの契約は終了となります。

期間の定めあり（2026年9月1日～2027年8月31日　まで）

経済開発部 農業・農村開発第一グループ第二チーム

■必要な語学力:

英語（TOEIC730点（相当・以上））または仏語（DELF B2（相当・以上））

1年毎に更新を行い、最長で採用日から2年（更新回数1回）を上限とし
ます。

ただし、長期専門家等として派遣される任地等の決定が遅れた場合に限
り、更に1回を上限に契約を更新されることがあります。
（その場合の最長契約期間は採用日から2年6か月まで）

■最長契約期間: 1■募集人数（人）:

１．諸手当：超過勤務手当、通勤手当、特別都市手当(支給対象地域に勤務する者に限る)を支給。
扶養手当、住居手当、及び退職手当は支給なし。
２．就業時間：午前9：30から午後5：45までの7時間30分
※休憩時間は12：30から13：15までの45分
※時差出勤、在宅勤務制度あり
３．休日：土曜、日曜、国民の休日および年末年始
※休暇：有給休暇、特別有給休暇あり
４．時間外労働：月平均20時間程度
５．試用期間：6ヶ月（試用期間の待遇変更なし）
６．社会保険：健康保険、雇用保険、厚生年金、労災保険に加入
７．福利厚生：交通費支給、時間外手当支給、完全週休2日制、各種社会保険完備
８．その他：昇給なし。

その他、就業規則等内部規程に基づきます。

■必要な技術資格:

パソコンでの業務が支障なく行えること（ワード、エクセル、パワーポイント、メール等）

学士以上が望ましい 3-6年

■求められる資質・能力・経験:

原則、下記の全ての要件を満たす方とします。
・当該分野において、開発途上国の支援に貢献できる技術・専門性を有し、4年以上の実務経験（当該分野以外での経験も含む）を有すること。
また、下記の要件を満たすことが望ましいです。
・海外における開発援助に関する勤務経験（青年海外協力隊員等）を1年以上有すること。

　なお、水産ブルーエコノミー振興においては、特定の専門分野の知見のみならず、幅広い知見を活用した総合的な対応が必要であることから、総合マネジメント力を特に重視します。また、環境保全や地域振興
の視点も求められるため、水産分野（漁業、養殖、資源管理、食品加工など）の経験・知見を有する方が望ましいものの、必須とはしません。

【求められる資質と能力】 本件で求められる資質と能力は以下の通りです。
分野・課題専門力★★　総合マネジメント力★★　問題発見・分析力★★　コミュニケーション力★★　援助関連知識・経験★　地域関連知識・経験★　　　［★★★：非常に重視する　★★：重視する　★：参
考程度　-：不問］

ジュニア専門員 426,680円

■待遇:

■担当者からのメッセージ（備考・留意点を含む）

JICAの水産分野協力の柱である水産ブルーエコノミー振興分野におけるJICA業務の最前線での取り組みに参画できるポストです。JICA経済開発部での業務を通じてブルーエコノミー分野支援にか
かるノウハウを身に着けることができます。農業・農村開発分野に関心があり、向上心、好奇心、バイタリティのある方の応募 をお待ちしています。

要 ①オンライン

浅岡　真紀子 edga1@jica.go.jp

https://partner.jica.go.jp/jicas_jobView?cat=jicas_job&param=six_abilities
https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001497.html
https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001498.html
mailto:edga1@jica.go.jp
mailto:edga1@jica.go.jp


No.19 ■募集ポスト名： （自然環境保全）

① ②

■契約形態： ■募集分野： 自然環境保全

■国内出張: ■海外出張:

■勤務地（国内）: ■勤務地（海外）:

■配属部署名： ■課名：

必須

必須

■必要な学位: ■実務経験年数目安:

※国際協力人材に求められる6つの資質と能力について https://partner.jica.go.jp/jicas_jobView?cat=jicas_job&param=six_abilities

■格付け： ■月額基本給：

・独立行政法人国際協力機構
　有期雇用者就業規則

https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001497.html

・有期雇用者手当支給細則 https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001498.html

■健康質問票の提出： ■面接方式:

■担当者名: ■E-mailアドレス:

【案件の背景】
　JICA自然環境保全分野のグローバルアジェンダ（JGA）では、自然環境と人間活動の調和を図り、自然からの様々な恵みを享受し続けられる社会の構築を目指し、自然環境保全の支援を展開しています。また
同JGAのもとで定めるクラスター戦略「自然環境保全」では、柱１「自然環境を守る～自然環境の保全・回復～」、柱２「自然環境の恩恵を生かす～Nature-based Solutions (NbS)～」の戦略軸を定め、生物多
様性条約、気候変動枠組条約、砂漠化対処条約等の国際アジェンダへの貢献を目指し、取り組みを進めることとしています。しかしながら、日本での自然環境保全やNbS活用の経験を有し、青年海外協力隊など
の活動を通し途上国での支援経験のある人材は限られており、JICA専門家として国家レベルの自然環境保全政策支援や実践を指導できる人材は不足しています。そのため、自然環境保全やNbS活用に関する専門
性を有し、途上国の課題解決に貢献できる人材の確保が急務となっています。

【研修の目的】
　本ポストでは、開発途上国・地域等における課題解決に資する専門知識と一定の活動経験を有し、将来にわたり国際協力業務に従事することを志望する若手人材を対象に、主に国内においてJICA事業を実地に
研修する機会を提供するものです。これにより、国際協力に関する実践的な計画策定、運営管理といった協力手法等についての能力向上を図り、JICA事業実施においてニーズがありながら人材が不足している分
野の人材を養成することを目的としています
研修終了後は、自然環境保全に関するカメルーン共和国における技術協力プロジェクト専門家（指導科目に業務調整を含む）として派遣の対象となることを想定しています。なお、研修を通し、各派遣候補先に
必要な知識と能力を習得し、これらに照らして派遣の可否が最終的に判断されます。（※派遣先は、各案件の状況を踏まえて決定するため、変更の可能性があります。）

【期待される成果】
（１）自然環境保全分野及び関連プロジェクトの情報収集、分析により同分野協力の戦略性強化に貢献する。
（２）自然環境保全分野に係る協力案件の計画策定及び実施管理に貢献する。
（３）自然環境保全分野に関するネットワークの維持、拡大に貢献する。
（４）ジュニア専門員契約終了後に自然環境保全分野の専門家として業務を行うために必要な知識・技能等を習得する。

【研修内容】
（１）自然環境保全分野に係る情報収集、分析
（２）自然環境保全分野に係る協力案件の計画策定及び実施管理（含：課題別研修）
（３）自然環境保全分野に係る関連大学、研究機関、民間企業との連携促進

※契約期間を通じて業務内容の変更 は原則として想定されません。
※現時点での案であり、今後変更される可能性があります。

【ジュニア専門員】地球環境部森林自然環境保全グループ自然環境保全
第二チーム

職務内容

ジュニア専門員

■業務内容：

有 有

国際協力機構本部ビル
住所：東京都千代田区二番町5-25二番町センタービル

※契約期間を通じて勤務場所の変更は原則として想定されません。

本ポスト終了後、カメルーン共和国、その他途上国への海外派遣を想
定　※本ポストの職制は、次に長期専門家の対象となることを想定し
たものです。長期専門家としての派遣が決定した際には、本ポストの

契約は終了となります。

期間の定めあり（2026年9月1日～2027年8月31日　まで）

地球環境部 森林自然環境保全グループ自然環境保全第二チーム

■必要な語学力:

英語（TOEIC730点（相当・以上））

1年毎に更新を行い、最長で採用日から2年（更新回数1回）を上限と
します。

ただし、長期専門家等として派遣される任地等の決定が遅れた場合に
限り、更に1回を上限に契約を更新されることがあります。
（その場合の最長契約期間は採用日から2年6か月まで）

■最長契約期間: 1■募集人数（人）:

１．諸手当：超過勤務手当、通勤手当、特別都市手当(支給対象地域に勤務する者に限る)を支給。
扶養手当、住居手当、及び退職手当は支給なし。
２．就業時間：午前9：30から午後5：45までの7時間30分
※休憩時間は12：30から13：15までの45分
※時差出勤、在宅勤務制度あり
３．休日：土曜、日曜、国民の休日および年末年始
※休暇：有給休暇、特別有給休暇あり
４．時間外労働：月平均20時間程度
５．試用期間：6ヶ月（試用期間の待遇変更なし）
６．社会保険：健康保険、雇用保険、厚生年金、労災保険に加入
７．福利厚生：交通費支給、時間外手当支給、完全週休2日制、各種社会保険完備
８．その他：昇給なし。

その他、就業規則等内部規程に基づきます。

■必要な技術資格:

パソコンでの業務が支障なく行えること（ワード、エクセル、パワーポイント、メール等）

学士以上が望ましい 3-6年

■求められる資質・能力・経験:

原則、下記の全ての要件を満たす方とします。
・当該分野において、開発途上国の支援に貢献できる技術・専門性を有し、4年以上の実務経験（当該分野以外での経験も含む）を有すること。
・日本国内で保護区管理やエコツーリズムに関連した実務経験（1年以上）

また、下記の要件を満たすことが望ましいです。
・海外における開発援助に関する業務経験（青年海外協力隊員等）を1年以上有すること。
・大学/院で自然環境保全や森林保全について専攻

【求められる資質と能力】 本件で求められる資質と能力は以下の通りです。
分野・課題専門力★★　総合マネジメント力★★　問題発見・分析力★★　コミュニケーション力★★　援助関連知識・経験★　地域関連知識・経験★　　　［★★★：非常に重視する
★★：重視する　★：参考程度　-：不問］

ジュニア専門員 426,680円

■待遇:

■担当者からのメッセージ（備考・留意点を含む）

森林・自然環境保全グループでは、「次世代へ豊かな自然の恵みを引き継ぐ」ことを目指し、各国・地域においてその取り組みを進めています。自然環境の保全を通じて、途上国の脆弱な
人々の生活を守り豊かにするとともに、気候変動対策や生物多様性保全といった地球規模課題の解決にも貢献することを目指しています。本業務はアフリカ地域から中南米地域まで広く
我々が取り組む森林・自然環境保全の事業推進を担っていただくもので、中でも保全優先度の高い地域の保全政策検討・推進等の実務を担っていただくことを想定しています。これまでの
自然環境保全のご経験を活かして熱帯地域や生物多様性ホットスポットが多く広がる途上国のフィールドでのキャリアを積まれたい方、向上心、好奇心、バイタリティのある方の応募をお
待ちしております。

要 ②原則対面（但し応募者の事情に応じてオンラインも可）

栗元　優 gegdn@jica.go.jp

https://partner.jica.go.jp/jicas_jobView?cat=jicas_job&param=six_abilities
https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001497.html
https://www.jica.go.jp/joureikun/act/110001498.html
mailto:gegdn@jica.go.jp
mailto:gegdn@jica.go.jp

